
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 職業能力評価に係る訓練課題（実技及び学科）の作成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 25

第３章 職業能力評価に係る訓練課題（実技及び学科）の作成について 

 

第１節 訓練課題作成の対象 

 

「第１章 離職者訓練における職業能力評価に関する調査研究について」にて記述したとお

り、離職者訓練における施設内訓練の約７割が能開機構において実施している状況であるので、

この研究においては、能開機構が実施している離職者訓練の訓練科をモデルとして作成するこ

ととした。 

能開機構が実施している離職者訓練では、「システム･ユニット訓練」を導入している。 

システム・ユニット訓練は、産業・業種別の職務ごとに仕事を分析・整理した「生涯職業能力

開発体系※4」と地域の人材ニーズを基に、離職者が就職するために必要な職業能力を習得できる

よう、カリキュラムを編成している。 

就職を可能にする職務の訓練単位をシステム(108 時間)とし、職務を構成する作業に必要とさ

れる技能と知識が習得できる訓練カリキュラムの最小単位をユニット(18 時間：図３－１参照)

として、６つのユニットで１つのシステムを構成している。 

また、実際の仕事を意識して関連する職務を合わせ、３つのシステムを組み合わせ、職業訓練

の仕上がり像としている。 

各訓練科の標準的モデルとして作成されたカリキュラムモデル※5は、平成１９年度において、

表３－１のとおり、32 訓練科ある。カリキュラムのシステム編成の参考例は図３－２のとおり

である。 

表３－１ 平成１９年度カリキュラムモデル一覧 

 

 

 

 

                         
※4 

生涯職業能力開発体系 : 能開機構が、労働者の職業生涯にわたる職業能力の開発及び向上を段階化及び体系化したも

の。この体系を活用することにより、目標に応じた人材育成を計画的かつ効果的に実施できる。 

（参照 http://www.enokai.ehdo.go.jp/j/kaihatu/index.html） 
※5 カリキュラムモデルについての詳細は、能力開発研究センターが提供する「職業能力開発ステーションサポートシステム」のカ

リキュラムモデル検索を参照（http://www.tetras.uitec.ehdo.go.jp/index.html） 
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図３－１ ユニットシート例  図３－２ システム編成シート例（テクニカルオペレーション科） 
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第２節 訓練課題の作成について 

 

訓練課題は、能開機構の平成１８年度訓練計画をもとに全国で実施されている離職者訓練

の中から各系においてより多く実施されている「テクニカルオペレーション科」、「電気設備

科」、「住宅リフォーム技術科」、「マネジメント情報システム科」の訓練科について、訓練課

題作成部会で作成した。訓練課題作成部会の委員の意見は資料２のとおりである。 

各訓練科の訓練課題内容については、各訓練科において多く活用されているカリキュラム

モデルの仕上がり像を選択し、そのカリキュラムの仕上がり像またはシステムに対して訓練

課題を作成することとした。 

図３－２のとおり、一つの仕上がり像は３つのシステムで構成されているが、３つ目のシス

テムは地域のニーズに応じて自由に組み立てることとなっているため、訓練課題作成において

は、１つ目と２つ目のシステムの訓練内容に対応したものとした。 

今回作成した訓練課題は、表３－２のとおり、「テクニカルオペレーション科」では、訓練

課題（実技）が４種類、訓練課題（学科）が３種類、「電気設備科」では、訓練課題（実技）

が３種類、訓練課題（学科）が３種類、「住宅リフォーム技術科」では、訓練課題（実技）が

３種類、訓練課題（学科）が２種類、「マネジメント情報システム科」では、訓練課題（実技）

が１種類、訓練課題（学科）が１種類である。（表３－２参照） 

訓練課題は、今後整理してまとめ、再調整を行い、実際に職業能力開発施設にて訓練課題

を実施し、更に見直しを行う予定である。 
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表３－２ 平成１９年度訓練課題（実技及び学科）作成一覧 

科

名 

番

号 
実技／学科 カリキュラム（システム名） 課題名 課題概要 備考 

01 実技 ＮＣ旋盤作業  
段取り計算およびプログラムの

作成（ＮＣ旋盤作業） 

課題図面の機械部品を NC 旋盤で作製するために必要となる段取り作業、プログラム作業、加工

作業、および安全作業等を習得しているかの確認を筆記試験により行う。 

筆記により実技を代

行した課題 

02 実技 マシニングセンタ作業  
段取り計算およびプログラムの

作成（マシニングセンタ作業） 

課題図面の機械部品をマシニングセンタで作製するために必要となる段取り作業、プログラム作

業、加工作業、および安全作業等を習得しているかの確認を筆記試験により行う。 

筆記により実技を代

行した課題 

03 学科 
ＮＣ旋盤作業 

マシニングセンタ作業 
ＮＣ機械加工作業 

測定、切削概要、NCプログラム、NC加工作業、安全作業等の知識を習得しているかの確認を真

偽法により行う。 

 

04 実技 製図基本作業 製図 組立図から部品図をドラフターにより作図する。 
ドラフター使用 

05 学科 製図基本作業 製図 機械製図全般にわたる内容を真偽法により解答する。 
 

06 実技 
製図基本作業 

ＣＡＤ基本作業 

CAD による「XY ステージ」部品図

作成 

組立図の中から指定された３点の部品図を作成する課題。与えられた図面から部品形状と寸法を

読み取り、CAD により作図ができるかを確認する内容とした。 

ＣＡＤ使用 

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン 

07 学科 
製図基本作業 

ＣＡＤ基本作業 
機械製図 

真偽法により機械製図（JIS）の基本知識を問う確認課題。特に作図上、誤りやすい点を問題とし

た。 

 

01 実技 
一般用電気設備工事Ⅰ 

一般用電気設備工事Ⅱ 
低圧屋内配線工事 

各種点滅方式（パイロットランプを用いた同時点滅回路、３路スイッチを用いた２箇所点滅回路等）

を含んだ電灯・コンセント回路をケーブル、金属管及び合成樹脂管を用いて露出配線により作成す

る。 

 

02 学科 
一般用電気設備工事Ⅰ 

一般用電気設備工事Ⅱ 
一般用電気設備工事 

一般用電気設備で用いる器具や材料および工具の知識、その工事をする上で必要となる屋内配

線図や回路方式の知識、また、関連法規の知識等について確認を行う。 

 

03 実技 
シーケンス制御回路組立 

防災設備工事 
自動火災報知設備の配線 自動火災報知設備の配線 

 

04 学科 
シーケンス制御回路組立 

防災設備工事 
自動火災報知設備の設計 消防設備士試験第４類甲種レベル 

 

05 実技 
シーケンス制御技術ⅠＡ 

シーケンス制御技術ⅡＡ 

シーケンス制御総合課題（PLCを

用いた電動機制御） 

・ＰＬＣを用いた電動機制御（電動機の主回路及びＰＬＣを用いた操作回路） 

・主回路の制作（電線の選定、保護装置の選定・施工、工具の使い方） 

・操作回路の制作（電線の選定、入出力配線） 

・プログラム（PLC のプログラム入力） 

 

電
気
設
備 

06 学科 シーケンス制御技術ⅠＡ シーケンス制御に関する知識 
・電気に関する基礎知識 ・安全 ・測定器 

・シーケンス制御に関して（記号、操作回路、電動機） 

 

01 実技 情報活用(住宅)と建築ＣＡＤ 建具周り部分詳細図作成 
配付されたサッシ形状・型番をもとに建具周りの部分詳細図（納まり図）を作成する。CAD の基本

操作に加えて平面図・立面図・矩計図の読解ができることが望まれる。 

ＣＡＤ使用 

02 学科 住宅構造と改修計画・見積り 住宅構造と改修計画・見積もり 
建築に関する基礎知識（特に在来軸組工法）の習得確認。レベル的には建築士２級学科課題程度

とするが、内容に関してはシステム・ユニット訓練テキストを参考としている。 

 

03 実技 内外装施工 内装施工実習課題（クロス張り） 模擬壁を用いて壁仕上げ施工の技能・技術の習得状況を測定する。  

04 実技 内外装施工 軸組部材加工実習課題 在来軸組構法の構造部材加工課題による加工に必要な技能・技術の習得状況を測定する。  

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術 

05 学科 内外装施工 内外装施工 
内外装施工に関する基礎知識の習得確認。内容は、内装仕上げ施工技能検定学科試験問題とな

っている。 

 

01 実技 

システム設計Ⅱ（ネットワーク基礎技術） 

システム設計Ⅲ(ネットワーク・データベース構築技術)

システム構築実習 

Web ショッピングサイトの作成 Ｗｅｂショッピングサイトの作成を通して、ネットワークとデータベースの連携システム構築を行う。 

 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
情

報
シ
ス
テ
ム 02 学科 

システム設計Ⅱ（ネットワーク基礎技術） 

システム設計Ⅲ(ネットワーク・データベース構築技術)

システム構築実習 

ネットワーク・データベース確認

課題 
ネットワークデータベースシステムを構築するための関連知識を習得しているかの確認を行う。 
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第３節 訓練課題（実技及び学科）の事例 

 

本報告においては、今回作成された訓練課題について１事例を紹介する。 

 

 

◎「ＣＡＤによる「ＸＹステージ」部品図作成」（テクニカルオペレーション科-06、07） 

組立図の中から指定された３点の部品図をＣＡＤにより作成する訓練課題である。 

テクニカルオペレーション科の訓練目標の一つである「ＣＡＤシステムによる製図がで

きる」とは、単にＣＡＤ操作ができるだけではなく、機械製図規格（JIS）の知識があり、

その規格により描かれた図面が理解できること、そして実際にモノが製作可能な図面をＣ

ＡＤにより製図できることが必要である。 

与えられた図面をトレースする課題では、ＣＡＤ操作方法の習得状況をみることはでき

るが、図面や記号の意味等を理解しているかどうかは確認ができず、訓練目標が達成でき

ているかを測ることが難しい。 

しかし、この訓練課題は、組立図と部品図の一部と参考資料を与え、残りの部品図を作

成する課題となっているため、ＣＡＤ操作方法だけではなく図面が理解できるかどうか、

また製図規格を理解してモノが製作可能な図面を作成できるかを評価することが可能であ

る。  

また、予め作業工程計画書を配付し、３点の部品図を容易なものから順に作成し、受講

者の能力によって１枚完成した人、２枚完成した人、３枚全て完成した人と差ができても

採点が可能になるように工夫した。３点の部品図それぞれに対して採点シート及び採点図

を作成し、その総合評価を訓練課題確認シートに記入する方法をとっている。 

よって、幅広い範囲の受講者に対して習得状況を評価できる訓練課題となっている。 

経験の浅い受講者にとっては、３点すべてを時間内に完成させることは難しいかもしれ

ないが、完成できれば就職活動において企業にもアピールできる訓練課題であると思う。 

図３－３から図３－14は、訓練課題（実技及び学科）の抜粋、作業工程計画書、訓練課

題確認シート、解答例等である。    
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図３－３ 訓練課題（実技）表紙（テクニカルオペレーション-06）  図３－４ 訓練課題（実技）（テクニカルオペレーション-06） 
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図３－５ 作業工程計画書（テクニカルオペレーション-06）  図３－６ 訓練課題（実技）配付図面抜粋（テクニカルオペレーション-06） 
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図３－７ 訓練課題（実技）実施要領（テクニカルオペレーション-06）  図３－８ 訓練課題確認シート（テクニカルオペレーション-06） 
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図３－９ 採点シート（テクニカルオペレーション-06）  図３－10 寸法採点図及び解答例（テクニカルオペレーション-06） 
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図３－11 訓練課題（学科）表紙（テクニカルオペレーション-07）  図３－12 訓練課題（学科）抜粋（テクニカルオペレーション-07） 
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図３－13 訓練課題（学科）解答及び解説表紙（テクニカルオペレーション-07）  図３－14 訓練課題（学科）解答及び解説（テクニカルオペレーション-07） 
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第４節  ヒアリング調査 

 

４－１ ヒアリング調査の概要 

 

  作成した訓練課題が実際の仕事に基づいているか、訓練課題が採用の際の手がかりとなるも

のとなっているかを確認するため、企業にヒアリング調査を行った。表３－２にある訓練課題

のうち、主に訓練課題（実技）について調査を実施した。 

なお、ヒアリング調査結果については、訓練課題（学科）について調査を行った訓練科もある。 

 

（１）ヒアリング方法 

   訓練課題に関連する業種の企業を訪問し、ヒアリング調査票に基づきヒアリングを行った。 

 

 （２）ヒアリング実施期間 

平成１９年１０月から平成１９年１１月 

 

  （３）ヒアリング内容 

    ヒアリング項目については、以下のとおりである。 

      

１．御社について 

（１）訓練修了生が御社に就職する場合、習得しておいてほしい技術や要素はどのようなものです

か。また、そのレベルはどのくらいですか。（例：ＣＡＤ製図（簡単な図面が描ける程度） 

（２）訓練修了生が御社に就職する場合、訓練修了生の評価としてどのような内容を把握したいで

すか。また、採用の決め手はどのようなことですか。（例：ＣＡＤ製図においてどのようなソフトで

どのくらいの内容まで描けるか。また、そのレベル。） 

２．提示した「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」について 

（１）「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」は採用の判断の参考になりますか？（はい・いいえ） 

（２）この課題からどのような技能・技術を習得しているか判断できますか？ 

（３）この課題でどのくらいできていたら採用しますか？ 

（４）採用の判断とするために、他に必要な項目はありますか？ 

（５）「訓練課題確認シート」はわかりやすいですか？ 

（６）（１）で「いいえ」と答えた方の理由は何ですか？ 

（７）その他気付いた点などありますか？ 

３．その他 
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４－２ ヒアリング調査結果 

 

テクニカルオペレーション科は６社、電気設備科は５社、住宅リフォーム技術科は３社、

マネジメント情報システム科は２社の合計１６社の企業にヒアリング調査を行った。具体

的なヒアリング内容は資料３－１から資料３－３に提示している。 

各設問に対する回答の概要は以下のとおりである。 

 

（１）「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」は採用の判断の参考になりますか？ 

 

「はい」と回答した企業が 16 社中 10 社で全

体の 67％を占め、「どちらともいえない」また

は「ある程度参考になる」と回答した企業が３

社で 25％で、「いいえ」と回答した企業が２社

で 13％となった。 

「どちらともいえない」または「ある程度

参考になる」と回答した企業は、「課題の出来

だけでは考えにくい」、「参考にはなるがこれ

だけでは採用の決め手にはできない」、「実際

にやらせて見せないと判断できない」という

考え方もあり、そのような回答になったと考

えられる。 

「いいえ」と回答した企業では、「訓練での基本的な知識は重要で、何も知らないよ

りは非常に役立っているが、現場での実践力がもっと必要」という回答や、「採用判断

は技術力よりも人間力であるため、課題によっての判断は難しい」という回答があった。 

 

（２）この課題からどのような技能・技術を習得しているか判断できますか？ 

 

ほとんどの企業から、「製図の知識」、「規格等を調べる能力」、「屋内配線工事の初歩

的な作業」、「建築知識一般」、「図面を描くスピード」等の具体的な技能等について判断

できると認識されている。また、「基本を理解しているかどうかある程度は判断できる」

と回答した企業もあった。 

しかし、中には「判断はできると思う。しかし、実際のところは質問してみないとわ

からないところもある」とする企業や「実際にやらせて見せないと判断できない」とす

る企業もあった。 

 

図３-15 訓練課題及び訓練課題確認シート

が採用の判断の参考になるか 

はい
62%

いいえ
13%

どちらともい
えない。
ある程度参
考になる。
わからな
い。等
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（３）この課題でどのくらいできていたら採用しますか？ 

 

「この課題ができれば、採用に値する」とする企業や「高度のものは求めない。基礎

がわかる程度でいい」とする企業もあった。 

また、問題が難しいとする企業や平均点として７０点程度の訓練課題とするとよいとい

う意見もあり、今後は、訓練課題を実施して検討をする必要がある。 

中には、採用において必要なことはやる気や人間性であるため「訓練課題が採用の直接

の判断対象にはならない」とする企業もあった。 

 

（４）採用の判断とするために、他に必要な項目はありますか？ 

 

企業によって具体的な内容を提案するところもあれば、基礎的な内容を追加することや

法令について要求する企業もあった。また、他に人間性や責任感などに関する項目や受講

者自身が記入する項目などもあるとよいとする企業があった。 

 

（５）「訓練課題確認シート」はわかりやすいですか？ 

  

「一通りの作業を理解しているかどうかが目で見てわかるので、1 つの判断基準にでき

る」、「仕事で重要な作業時間の把握ができるので良い」、「項目別に分かれていて分かりや

すい」、「安全まで考慮しているのが良い」など、ほとんどの企業の方々から良いという意

見をいただいた。 

 

 

以上、このヒアリング調査から今回作成された「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」

は、基本的な技能等がどのくらい身に付いているかを判断し、採用の参考にすることが可

能であるという結果となった。 

実際の採用の判断等における重要項目として、ほとんどの企業から「人間性」、「やる気」、

「コミュニケーション能力」、「仕事に対する姿勢」、「責任感」、「体力」、「積極性」、「トラ

ブルに対処できる能力」、「自分で調べる能力」、「自分で考える」、「リーダーの要素がある」、

「挨拶ができる」、「片付けができる」、「現場でのマナーを把握している」などのヒューマ

ンスキルやコンセプチュアルスキルに関する内容があげられた。 

今後は、これらについても職業能力評価という視点からのアプローチが必要であると考

える。 

 

 


